
不妊治療の保険適応について 

2022 年 4 月 1 日 

 
 

別紙新料金表もご参照ください。 

 

2022 年 4 月１日から不妊治療の保険適応が開始されます。当院でも保険が適応されますの

で患者様のご負担が大きく軽減されます。 

以下に概要をご説明いたしますが、詳細が公開されていない部分がありますので今後変更

となる可能性がありますことをご了承ください。 

4 月 1 日以降に周期を開始(月経開始後の初回受診日)した場合に保険が適応となります。3

月 31 日までに開始した場合は保険適応となりませんのでご注意ください。 

 

 

I.保険適応の条件(回数制限)について 

治療開始日にお渡しする「治療計画書」へのご夫婦での同意・署名が必須となります。同意

書をご提出いただけない場合は自費診療とさせていただく場合がございます。 

 

① 一 般 不 妊 治 療 (タ イ ミ ン グ 治 療 ・ 人工授精(AIH))： 年 齢 、 回 数 制限 な し  

＊た だ し 一 般 的 な 生 殖 可 能 年 齢 (50 歳 )を 超 え て い る 方 は 原 則 保 険 適 応 外 (自 費 診

療 )と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

② 生 殖 補 助 医 療 (体 外 受 精 )：（ 初 回 の 年 齢 :月 経 開 始 後 の 初 回 受 診 日 の 年 齢 ）  

・ 初 回 40 歳 未 満 で 開 始 し た 場 合 ： 通 算 「 胚 移 植 」 ６ 回 ま で  

・ 初 回 40 歳 以 上 43 歳未 満 で 開 始 し た 場 合 ： 通 算 「 胚 移 植 」 ３ 回 ま で ＊ 

・ 初 回 43 歳 以 上 で 開 始 さ れ た 場 合 は 残 念 な が ら 保 険 適 用 が あ り ま せ ん ＊ 

(上 記 で も 43 歳 以 上 と な っ た 場 合 は 新 し い 周 期 に は 入 れ ま せ ん 。 ) 

＊保険適用の経過措置として、2022 年 4 月 2 日~9 月 30 日の間に 40 歳の誕生日をむかえ

る女性が 9 月 30 日までに体外受精を開始した場合、胚移植回数は 3 回ではなく 6 回まで認

められます。また、4 月 2 日~9 月 30 日の間に 43 歳の誕生日をむかえる女性が 9 月 30 日

までに体外受精を開始した場合は 1 回に限り採卵から胚移植が認められます。 

 

  



2021 年度までの助成金の回数制限とほぼ同じですが、回数のカウント方法が若干異なりま

す。 

回 数 は 「 胚 移 植 」 で カ ウ ン ト し ま す 。  

採 卵 は 回 数 制 限 が あ り ま せ ん 。た だ し 、保 険 診 療 で 凍 結 し た 余 剰 胚 が あ る 場 合 、

原 則 そ れ を す べ て 融 解 胚 移 植 し な い と 次 回 の 採 卵 は 保 険 適 用 で き ま せ ん ＊ 

＊担当医が医学的に必要と判断した場合には、凍結胚を保存したまま複数回の保険適応で

の採卵が認められる場合があります。 

 

保険適応となる代わりに 2021 年度までの助成金制度は廃止となります。 

なお 3 月までに治療開始した場合の助成金は一度リセットされますので、4 月以降の保険適

応では 1 回目からのカウントになります。 

 

※初診時検査や不育症検査など一部の検査や治療は保険適応外(自費診療)となることがご

ざいますので予めご了承ください。 

 

 

II.保険適応のメリットとデメリット 

①保険適応のメリット：やはり患者様のご負担を大きく減らすことができるということが

挙げられます。全国統一の料金となり、料金体系が比較的わかりやすくなります。 

さらに高額療養費制度を利用することによって一カ月の自己負担額は 8 万円ほどに抑える

ことができます。(高額療養費制度については巻末をご参照ください) 

また保険適応が可能な治療方法は、治療効果が確実に認められた治療法のみと決まってい

るため治療の標準化が期待できます。あまり治療効果がはっきりしていない治療方法は淘

汰されていく可能性があります。（これに関してはデメリットとなることもあります。） 

 

②保険適応のデメリット：治療が標準化されるというのは良いことなのですが、逆に最先端

の医療や薬剤の導入ができなくなる、または導入が遅れてしまう可能性があります。 

現在の保険制度では保険適応による治療方法と自費診療による治療方法を同時に行うこと

(いわゆる混合診療)は認められておりません。したがって、現状多くの施設で行われている

以下の治療や検査などは保険適応による治療方法では一切できなくなります。 

・2 段階胚移植法、PGT-A、PRP(PFC-FD)療法、タクロリムス内服による免疫抑制療法、

など(すべて自費診療による治療方法であればこれらの方法も行うことができます) 

また保険適応で使用できる注射や薬の量が決まっているため、患者様にとって必要十分な

量を使用できなくなる可能性があります。 

 

 



③先進医療：一部の治療や検査方法は保険診療と同時に“自費診療”で行うことが認められて

います。これが先進医療といわれるものです。 

現在のところ、以下の治療方法が先進医療と認められ保険適応による治療方法と同時に行

うことができます。 

・PICSI、タイムラプス、子宮内細菌叢検査 (EMMA/ALICE,Varinos)、SEET 法、子宮内

膜受容能検査(ERA)、子宮内膜スクラッチ 

(今後は PGT-A なども追加されていく可能性があります) 

先進医療に認められた方法は 2-3 年以内に保険適応となることが多いようです。 

 

 

 

III. 自費(保険適応外)料金について 

 

※初診時検査や不育症検査など一部の検査や治療は保険適応外(自費診療)となることがご

ざいますので予めご了承ください。 

 

保険適応の料金体系に合わせる必要があるため、当院の保険適応外(自費診療)料金も大きく

変更となります。 

1.成功報酬制度は廃止となります。 

保険適応の場合ももちろんですが、自費の場合の成功報酬は必要なくなります。 

2.定額制度も廃止となります。 

2021 年度までは、超音波検査、血液検査、クロミッド料金、ホルモン補充料金等は周期開

始料金に込みとなっておりましたが、2022 年度以降はその都度行った分をお支払いいただ

きます。 

もちろん、その分周期開始料金は廃止となります。 

 

特に、3 月 31 日までに胚移植周期を開始された方はご注意ください。 

3 月 31 日までに胚移植周期を開始された場合は成功報酬が必要となります。 

4 月 1 日以降に周期を開始(月経 1-3 日目)した場合には保険適応の場合はもちろんのこと、

自費診療の場合であっても成功報酬はかからなくなります。 

 

別紙新料金表もご参照ください。 

 

  



IV.高額療養費制度の概要について 

①以下、厚生労働省の案内をご参照ください。 

 

 



②限度額適用認定証をご用意ください。 

受付でのお支払い自体を抑えることもできます。 

 

 
 

 

厚生労働省ホームページより抜粋 

 

高額療養費制度に関しての詳細は当院ではお答えできかねますので、各健康組合・市町村

等にお問い合わせください。 


